絶滅のおそれのある野生動植物の種の保存に関する
法律施行令の改正概要
（１）国内希少野生動植物種から次の１種を削除する。（施行令別表第１の表１関係）
　　　①ブテオ・ブテオ・オスィロイ（ダイトウノスリ）
　※（　　）内は和名。以下同じ。
（２）新たにワシントン条約附属書Ⅰに掲載された次の６種を国際希少野生動植物種に追加する。（施行令別表第２の表２関係）
　　①トリケクス・セネガレンスィス（アフリカマナティー）
　　②おおあたまがめ科全種
　　③ゲオケロネ・プラテュノタ（ビルマホシガメ）
　　④キトラ・キトラ（タイコガシラスッポン）
　　⑤キトラ・ヴァンディユキ（ビルマコガシラスッポン）
　　⑥プリスティス・ミクロドン
（３）ワシントン条約附属書Ⅰから削除された次の９種類を国際希少野生動植物種から削除する。（施行令別表第２の表２関係）
　　①ルピカプラ・ピュレナイカ・オルナタ（イタリアシャモア）
　　②テュラキヌス・キュノケファルス（フクロオオカミ）
　　③オニュコガレア・ルナタ（ミカヅキツメオワラビー）
　　④カロプリュンヌス・カンペストリス（サバクネズミカンガルー）
　　⑤カエロプス・エカウダトゥス（ブタアシバンディクート）
　　⑥マクロティス・レウクラ（チビミミナガバンディクート）
　　⑦ロフラ・インペリアリス（テイオウキジ）
　　⑧カンペフィルス・インペリアリス（メキシコハシジロキツツキ）
　　⑨パピリオ・ホスピトン（コルシカキアゲハ）
（４）ワシントン条約附属書Ⅰから附属書Ⅱに移行された次の１種の各地域の個体群を登録個体群に追加する。（施行令別表第６関係）
　①ヴィクグナ・ヴィクグナ（ビクーナ）のエクアドル地域の個体群
　　※個体群とは、ある時空を占め、交配によって子孫を残すことのできる同種個体の集まりを指す。同種の他の個体群とは多少なりとも隔離され、少なからず差異のある地域集団を指す。
（５）以上のほか、ワシントン条約の附属書に記載されている種で、分類に関する知見の蓄積に合わせて、学名が変更された種等があることから、附属書に従って種を定めている施行令別表の分類、学名及び和名を見直すとともに、これに伴い配列を変更することとする。（施行令別表第２の表２関係）
また、エレファス・マクスィムス（インドゾウ）の和名については、同種のうちの一亜種であるエレファス・マクスィムス・インディカスと誤解されることがあるため、和名をアジアゾウに変更することとする。(同表関係)
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